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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第71回

公
立
つ
る
ぎ
病
院
を
訪
問

　

２
０
２
５
年
３
月
27
日
、
石
川
県
白
山
市
に
あ
る

公
立
つ
る
ぎ
病
院
を
訪
問
し
た
。
公
立
つ
る
ぎ
病
院

は
白
山
市
、
野
々
市
市
、
川
北
町
で
構
成
す
る
白
山

石
川
医
療
企
業
団
に
所
属
す
る
病
床
数
１
５
２
床
の

病
院
で
あ
る
。
病
院
訪
問
の
目
的
は
、
令
和
６
年
度

の
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
地
域
包
括
医
療

病
棟
」
の
導
入
状
況
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
公

立
つ
る
ぎ
病
院
は
全
国
の
自
治
体
病
院
で
も
地
域
包

括
医
療
病
棟
を
最
も
早
期
に
導
入
し
、
実
際
に
成
果

を
上
げ
て
い
る
。

　

公
立
つ
る
ぎ
病
院
は
昭
和
15
年
に
保
証
責
任
石
川

県
信
用
販
売
購
買
利
用
組
合
連
合
会
に
よ
り
、
旧
鶴

来
町
に「
加
賀
東
病
院
」と
し
て
開
院
さ
れ
た
。
そ
の

後
石
川
県
厚
生
連
に
よ
る
経
営
を
経
て
、
昭
和
31
年

に
鶴
来
地
方
国
保
団
体
連
合
会
「
鶴
来
病
院
」
に
改

称
。
平
成
12
年
の
新
病
院
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
っ
て

「
公
立
つ
る
ぎ
病
院
」
に
改
称
。
平
成
17
年
の
市
町
村

合
併
に
よ
る
白
山
市
誕
生
に
伴
い
、
白
山
石
川
医
療

施
設
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

地
域
包
括
医
療
病
棟
と
は

　

地
域
包
括
医
療
病
棟
は
、
高
齢
者
の
人
口
増
加
に

伴
い
、
高
齢
者
の
救
急
搬
送
者
数
が
増
加
し
、
中
で

も
軽
症
・
中
等
症
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
。
急
性
期

病
棟
に
入
院
し
た
高
齢
者
の
一
部
は
、
急
性
期
の
治

療
を
受
け
て
い
る
間
に
離
床
が
進
ま
ず
、
Ａ
Ｄ
Ｌ

（
身
体
能
力
や
日
常
生
活
の
レ
ベ
ル
を
測
る
指
標
）
が

低
下
し
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
に
転
院
す
る
こ
と
に

な
り
、
在
宅
復
帰
が
遅
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
。

高
齢
者
の
入
院
患
者
に
お
い
て
は
、
医
療
資
源
投
入

量
の
少
な
い
傾
向
に
あ
る
誤ご
え
ん嚥
性
肺
炎
や
尿
路
感
染

と
い
っ
た
疾
患
が
多
く
、
高
度
急
性
期
を
担
う
病
院

で
は
医
療
資
源
投
入
量
が
ミ
ス
マ
ッ
チ
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
。
誤
嚥
性
肺
炎
患
者
に
対
し
早
期
に

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
死
亡

率
の
低
下
と
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ
と
。
入

院
時
、
高
齢
患
者
の
一
定
割
合
が
低
栄
養
リ
ス
ク
状

態
ま
た
は
低
栄
養
で
あ
る
こ
と
。
高
齢
入
院
患
者
の

栄
養
状
態
不
良
と
生
命
予
後
不
良
は
関
連
が
み
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
い
て
高
齢
者
の
救
急
患
者

な
ど
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、
栄
養
管
理
、
入
退
院
支
援
、
在
宅
復
帰
な

ど
の
機
能
を
包
括
的
に
担
う
病
棟
と
し
て
新
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
点
数
は
１
日
に
つ
き
３
０
５
０
点

で
、
入
院
基
本
料
等
加
算
、
検
査
、
画
像
診
断
、
投

薬
・
注
射
、
処
置
の
多
く
は
地
域
包
括
医
療
病
棟
入

院
料
に
含
ま
れ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び

精
神
療
法
、
手
術
、
麻
酔
な
ど
の
費
用
は
地
域
包
括

医
療
病
棟
入
院
料
に
含
ま
れ
な
い（
包
括
範
囲
外
）。

　

施
設
基
準
と
し
て
、
看
護
職
員
の
10
：
１
以
上
配

置
。
病
棟
に
常
勤
の
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
ま

た
は
言
語
聴
覚
士
を
２
人
以
上
、
専
任
の
常
勤
の
管

理
栄
養
士
を
１
人
以
上
配
置
。
病
室
６
・
４
㎡
／
１

人
以
上
、
廊
下
幅
１・
８
ｍ
以
上
が
望
ま
し
い
こ
と
。

Ａ
Ｄ
Ｌ
が
入
院
時
と
比
較
し
て
低
下
し
た
患
者
の
割

合
が
５
％
未
満
で
あ
る
こ
と
。
延
べ
患
者
数
の
う
ち

「
Ａ
３
点
以
上
、
Ａ
２
点
以
上
か
つ
Ｂ
３
点
以
上
、

ま
た
は
Ｃ
１
点
以
上
」
に
該
当
す
る
割
合
が
16
％
以

上
（
必
要
度
Ⅰ
の
場
合
）
ま
た
は
15
％
以
上
（
必
要
度

Ⅱ
の
場
合
）
で
あ
る
と
と
も
に
、
入
棟
患
者
の
う
ち

入
院
初
日
に
「
Ｂ
３
点
以
上
」
に
該
当
す
る
割
合
が

50
％
以
上
で
あ
る
こ
と
。
入
院
患
者
の
平
均
在
院
日

公
立
つ
る
ぎ
病
院
の
地
域
包
括
医
療
病
棟

城
西
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数
が
21
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。
退
院
患
者
に
占
め
る

在
宅
な
ど
に
退
院
す
る
も
の
の
割
合
が
８
割
以
上
で

あ
る
こ
と
。
一
般
病
棟
か
ら
転
棟
し
た
も
の
の
割
合

が
５
％
未
満
で
あ
る
こ
と
。
救
急
用
の
自
動
車
な
ど

に
よ
り
緊
急
に
搬
送
さ
れ
た
患
者
ま
た
は
他
の
保
険

医
療
機
関
で
救
急
患
者
連
携
搬
送
料
を
算
定
し
当

該
他
の
保
険
医
療
機
関
か
ら
搬
送
さ
れ
た
患
者
の

割
合
が
１
割
５
分
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
要
件
と

な
る
。

公
立
つ
る
ぎ
病
院
の 

地
域
包
括
医
療
病
棟
導
入
状
況

　

地
域
包
括
医
療
病
棟
導
入
前
の
公
立
つ
る
ぎ
病
院

の
病
棟
構
成
は
、
３
階
：
急
性
期
一
般
病
棟
入
院
料

４
（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）、
４
階
：
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
入
院
料
１
、
５
階
：
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入

院
料
１
で
あ
っ
た
。
公
立
つ
る
ぎ
病
院
は
、
３
階
病

棟
の
急
性
期
一
般
病
棟
を
廃
止
お
よ
び
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度

か
ら
退
出
す
る
こ
と
で
、
２
０
２
４
年
７
月
１
日
か

ら
地
域
包
括
医
療
病
棟
入
院
料
の
導
入
を
行
っ
て

い
る
。

　

基
本
、
地
域
包
括
医
療
病
棟
は
入
院
す
る
と
そ
の

ま
ま
退
院
ま
で
同
病
棟
に
入
院
す
る
こ
と
と
な
り
、

転
棟
を
想
定
し
て
い
な
い
。
入
棟
時
に
リ
ハ
ビ
リ
職

が
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
測
定
し
、
電
子
カ
ル
テ
に
表
示
す
る
。

退
棟
時
に
も
リ
ハ
ビ
リ
職
が
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
測
定
し
、
悪

く
な
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
入
院
時

と
比
較
し
て
低
下
し
た
患
者
の
割
合
が
５
％
未
満
で

あ
る
こ
と
が
要
件
で
あ
る
が
、
加
算
を
取
得
す
る
た

め
３
％
以
内
を
目
標
と
し
て
い
る
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
下
げ

ず
に
退
院
を
さ
せ
る
た
め
に
多
職
種
の
間
で
議
論
が

生
ま
れ
て
い
る
。

　

急
性
期
一
般
病
床
を
運
用
し
て
い
た
と
き
は
、
ス

タ
ッ
フ
が
あ
る
程
度
の
医
療
を
し
て
他
の
病
棟
、
病

院
に
転
棟
転
院
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
地
域
包

括
医
療
病
棟
は
転
棟
転
院
を
想
定
し
て
い
な
い
の
で

感
覚
が
違
う
と
い
う
。
重
症
度
・
医
療
看
護
必
要
度

に
つ
い
て
は
、
看
護
必
要
度
Ⅱ
（
Ｂ
項
目
を
除
い
た

Ａ
項
目
、
Ｃ
項
目
の
全
て
に
つ
い
て
レ
セ
プ
ト
電
算

処
理
コ
ー
ド
を
用
い
て
評
価
す
る
方
式
）
を
使
っ
て

い
る
。
入
院
時
か
ら
１
日
４
回
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
重

症
度
・
医
療
看
護
必
要
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
病
院
の

リ
ア
ル
タ
イ
ム
掲
示
板
に
掲
示
、
更
新
し
て
い
る
。

　

地
域
包
括
医
療
病
棟
で
は
、
緊
急
入
院
も
多
く
、

手
術
も
行
っ
て
い
る
。
病
棟
の
運
用
は
大
変
な
の
で

外
来
か
ら
の
応
援
の
体
制
が
で
き
て
い
る
と
い
う
。

患
者
さ
ん
を
ど
の
病
棟
に
入
院
さ
せ
る
の
か
が
も
の

す
ご
く
重
要
で
あ
り
、
判
断
は
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
公
立
つ
る
ぎ
病
院
の

リ
ハ
ビ
リ
職
は
数
も
多
く
、
優
秀
だ
っ
た
の
で
地
域

包
括
医
療
病
棟
の
導
入
が
で
き
た
と
い
う
。
ま
た
、

入
院
後
48
時
間
以
内
の
栄
養
評
価
が
必
要
で
あ
る

が
、
入
院
を
す
れ
ば
管
理
栄
養
士
が
す
ぐ
に
対
応
し

て
く
れ
る
と
い
う
。
多
職
種
が
地
域
包
括
医
療
病
棟

の
患
者
の
退
院
に
向
け
て
一
つ
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

　

急
性
期
一
般
基
本
料
の
時
代
の
平
均
在
院
日
数
は

13
日
程
度
で
あ
っ
た
が
、
今
は
倍
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
包
括
医
療
病
棟
入
院
料
の
経
営
面
で
の
効
果
は

稼
働
額
が
約
３
割
の
増
加
、
単
価
は
８
０
０
０
円
程

度
の
増
加
。
年
間
約
１
億
２
０
０
０
万
円
の
増
収
が

見
込
ま
れ
る
と
い
う
。
地
域
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
病
棟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
立
つ
る
ぎ
病
院
で
は

２
０
２
５
年
６
月
に
病
棟
を
再
編
し
て
地
域
包
括
医

療
病
棟
を
45
床
か
ら
54
床
に
増
や
し
、
回
復
期
リ
ハ

病
棟
を
53
床
か
ら
44
床
に
減
ら
す
方
針
と
い
う
。

　

地
域
包
括
医
療
病
棟
は
施
設
要
件
が
厳
し
く
、
多

く
の
自
治
体
病
院
が
尻
込
み
し
て
い
る
状
況
に
あ

る
。
施
設
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
ま
で
様
子
を
み
る
と

い
う
病
院
も
多
い
が
、
力
の
あ
る
自
治
体
病
院
は
導

入
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
真
の
意
味
で
チ
ー
ム
医

療
が
問
わ
れ
る
病
棟
な
の
で
、
新
た
な
挑
戦
を
さ
れ

る
こ
と
も
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
。
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筆者プロフィール タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。


